Biosynthesis of GPI‐anchored proteins in Saccharomyces cerevisiae by 大高 真理子
Biosynthesis of GPI‐anchored proteins in
Saccharomyces cerevisiae
著者 大高 真理子
内容記述 Thesis (Ph. D. in Agricultural
Science)--University of Tsukuba, (A), no.
4703, 2008.3.25




















学 位 の 種 類 博　　士（農　　学）
学 位 記 番 号 博　甲　第　4703　号
学位授与年月日 平成 20 年 3 月 25 日
学位授与の要件 学位規則第 4条第 1項該当
審 査 研 究 科 生命環境科学研究科
学位論文題目 Biosynthesis of GPI-Anchored Proteins in Saccharomyces cerevisiae
（Saccharomyces cerevisiaeにおける GPIアンカー型タンパク質の生合成過程の
解明）
主　査 筑波大学教授 農学博士 深　水　昭　吉
副　査 筑波大学教授 農学博士 小　林　達　彦
副　査 筑波大学准教授 博士（農学） 谷　本　啓　司
副　査 筑波大学教授 農学博士 地　神　芳　文
【240】






























であるマウス FRAG1と C130090K23を酵母で発現させると，C130090K23 にはセラミドへの変換活性があり，
FRAG1 には変換能を増強させる活性があることを見出した。
審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究では，GPI生合成において，未だ明らかになっていなかったステップに関与する二つの遺伝子を同
定した。第二章では，新規遺伝子 GWT1が GPI生合成においてイノシトールアシル化に関与していること
を見出した。この知見は，GPI生合成が抗真菌剤の標的となることを明らかにし，さらなる抗真菌剤開発へ
応用されると考えられる。また，第三章では，今まで解明されていなかった脂質リモデリングのセラミドへ
の変換に CWH43が関与することを明らかにした。現在，このセラミドへの変換反応の基質や詳細な反応メ
カニズムは明らかになっていない。筆者が明らかにした第三章の知見が，今後セラミドへの変換反応の解明
に貢献することが期待される。また，現在までに，哺乳動物において，セラミドを持つ GPIアンカー型タ
ンパク質が存在することは報告されていない。筆者は，第三章において，マウスの CWH43相同遺伝子にセ
ラミドへの変換能があることを明らかにした。このことは，哺乳動物において，セラミドをもつ GPIアンカー
型タンパク質の存在を示唆していることも考えられる。
　以上のように，筆者が明らかにした知見は，酵母だけではなく，真核生物に共通な GPI生合成とその生
理機能を考察する上で重要であり，また，GPIや GPIアンカー型タンパク質が関与している疾患などの解明
にも貢献すると判断される。
　よって，著者は博士（農学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
